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2007年上半期の活動報告
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第49号ごあいさっ 特定非営利活動法人じゃっど理事長小幡順子

12月末に開催される「じゃっど・スタディツアー」

まで,あと一ヶ月近くとなってきました。今回のツ

アーでは初の試みとして学生枠を設けました。総会

でも案内したとおり,地元の学生に対しツアー代を

一部補助して参加者を募るものです。

2～3名でも申し込んでくれたらいいなと願って

いましたら,予定を上回る6名の高校生,大学生が

申し込んでくれました。思いがけない反響にスタッ

フー同驚いたところです。

本当に参加する意思があるのか,本人の意思を確

認しようと10月半ば理事3名で参加希望者に対す

る面接会を開きました。希望者の6名はそれぞれ国

際貢献や国をかけた仕事を希望したり,また現在ボ

ランティア活動を行なったりと,国際協力意識が高

く,団体行動のできる学生さんでした。そこで予定

していた人数を越える事になりましたが,6名全員

を今回ラオスに同行することに決定致しました。

初めて学生さんを多数同行することになり,事故

のないように現在ラオス側スタッフと連絡を取っ

ています。参加した学生たちが一つでも多くのこと

を体得できるツアーにできたらと,スタッフー同準

備に余念のないところです。

今回の面接に際して,私個人が感じたことは「国

際協力,国際貢献という職業が成り立ち,それに憧

れる年代が育っているのだ」という事です。

私が就職活動をする頃,国際協力・国際貢献とい

えば「海外青年協力隊」位しか思いつかず,私など

はそのような選択肢があることすら気付きません

でした。

自分の生まれ育った国や地域だけでなく,違う国

や地域の文化や価値観を知る事はとても人生の糧

となるものです。今後も学生さんを多数連れて行け

るよう,頑張りたいと思います。
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じゃっど、第40回MBC賞を受賞!

日頃よ`に玄支撮く修亡51、あ開力巳こう9rvVOISす。今回.皆様へう物し"e謄告蹴。

 檬記のこat胡、2007年9月、じゃっζ捗繁40回剛3C賞奪頂巴審し隠。鵬Cこ惨南日本飲還の

Oこ冒、魔児酷奄構豪す◎テUゴ・弓ジオ畝還高冠す.冒0臼to日、鷹児島市の堀山饅淋テtL層

行われ薦暴彰・授賞病の様子c湖わttt∂lmCsせ5鷹し審す。

◆小幡理亭畏.受賞スピー手

曳
,

設備の充実、という三つの柱を掲げて活動

することにしました。限られた予算での活動

でしたので、当初対象校は1年に3,4校ほ

どでした。しかし、私たちと同じ目的意識を

持っラオス人医師たちと協力し、活動を続

ける事でラオス国内での評価が高まり、今

では私たちのパートナーであるラオス人医

師ソムチット氏はラオス国内随一の学校保

健のエキスパートとして、ラオス中を指導し

て回っています。

今から15年前、現事務局長である帖佐

理子が、ラオスの小学校を訪問した際に、

その教育現場の状況を見て「この子ども達

のために、何かできないか」「なんとかしな

ければ」と強く思い願っただけではなく、

「私たちも何とかしたいのだ」という現地ラオ

ス人医師の強い要望があって始まったのが、

我々「じゃっど」の活動です。

はじめのうちは、帖佐の呼びかけで薩摩

川内市の同級生を中心とした少人数で、現

地活動のための資金集めや必要な教材の

収集など、細々と活動していきました。「少

ない予算でも効果的な学校衛生啓発活動

はできないか?」と思い悩みながら活動を

続けるのですが、長らく混乱の中にあった

ラオスでは、学校教育体制が再開されたば

かり。子どもを教育する教師の方も、正しい

衛生知識を持ち合わせていないという現状

がありました。

そこで「じゃっど」では、①現状把握のた

めの健康診断、②先生たちを対象とする衛

生知識啓発教育セミナー開催、③衛生施

設(トイレや水道設備)をはじめとする学校

また「学校保健」という意識も、教育省の

中にその部署さえなかったのですが、3年

前から教員養成カリキュラムの中に「学校保

健」の単位が組み込まれ、新しく教員にな

った人たちは正しい衛生知識を持って、教

育現場へと出て行きます。これらは、細々

ではありますが我々じゃっどが活動を続け

てきた成果だと、会員一同ひそかに自負し

ているところです。

今回、このような華やかな賞を受賞できた

のも、今までじゃっどの活動に理解をくださ

り協力して頂いた会員の皆様をはじめ、私

たちの活動を応援してくださる鹿児島県総

務部国際交流課の方々、国際交流協会の

方々のご支援、ご指導のおかげと感謝して

おります。最後に、じゃっどの現地スタッフ

であるソムチット医師とコンサップ医師から

のメッセージを代読して、お礼の挨拶とさせ

て頂きます。

「親愛なる皆様、私たちはこの朗報を共に

分かち合うことを感謝しています。この受賞

をとても誇りに思います。本当に名誉ある、

すばらしいことです。どうぞ、私たちの深い

感謝と心からの『おめでとう』の言葉を日本

のじゃっどの皆様にお伝えください。ありが

とうございました」(了)
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◆MBC賞こ悔?(M8C:南日本放還)

昭和43年、MBCが社の創立15周年を機に、よりよい郷土づくりへの一環にと設けたもので、産業・経済・文化・

教育・芸術・スポーツ等、各分野で現在活躍され、そして将来を期待される個人、団体に贈られるものです。

◆受賞時の=ニーZよtl【第40回MBC賞に2団体決まる・9125】

地域社会の発展に貢献し、今後の活躍が期待される団体や個人に贈られる第40回MBC賞が決まりました。

今年度はラオスへの支援活動を続けている薩摩川内市のNPO法人「じゃっど」とホタル舟で地域おこしを行っ

ているさつま町の「奥薩摩のホタルを守る会」の2つの団体に贈られます。

薩摩川内市のNPO法人「じゃっど」は幼児の死亡率が高いラオスの子ども達に保健衛生教育を行い、その知識

を家族にもひろげていく「小さなお医者さんプロジェクト」を展開しています。トイレや井戸の建設、子供たちの健

康診断などにもカを入れており、15年に渡る国際援助活動が評価されました。
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◆弓オス側活動輻告(2007年4～9月)

 ソム手ット医師よ明英文レポート"届己蓉し結。翻訳しτ掲載し審す。

Jaddo/Sma且1DoctorProject:Reportofactivities

Apri1-September2007
1.はじめに

10年以上に渡って、じゃっどはビエンチャンをはじめとするラオスの小学校へ校舎の修復、

トイレ建設、水設備の導入、机いす黒板の寄付など、様々な支援活動を行っています。

加えて、じゃっど現地スタッフは生徒の健康診断、駆虫薬や牛乳、文房具の配布を実施し、

生徒への衛生教育と教師向け衛生教育セミナーを行っています。

今年は、ラオス南部にあるドンロンカン島にて小学校と健康センターのトイレ建設を支援しました。

2007年12月には、コーン島での教師向け衛生教育セミナーを予定しています。

且活動報告

視察:タディンデン小学校 校舎修復の要請がありました。

繰越金57218バーツからの50000バーツを利用。
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校舎の様子を視察するソムチット医師

・タディンデン小学校に黒板10個を寄付

・ナテ小学校に寄付に黒板5つと水道設備を寄付
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・ドンロンカンの健康センターにトイレ施設を寄付

Done-LongKang

ドンロンカンは、ラオス南部のチャンパサック県、コーン島地方に属する大きな島のひとつ。

村の人々により健康センターが建設されましたがトイレ建設の資金が足りず、じゃっどに支援要請

がありました。現在、トイレは完成しています。(写真はありませんが、12月にスタディツアーで

コーン島を訪ねた時に視察します)
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完成した健康センター

皿.上半期収支報告

前期からの繰越金:亘51519バーツ

支出:94301バーツ

現在残っている予算:57218バーツ(16,021,040キップ)

(※じゃっど事務局加筆:うちタディンデン小学校に50000バーツ寄付)

(残り:7218バーツ)

ビエンチャン市2007年9月

プロジェクトマネージャーソムチット・アッカボン医師
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 2007年じゃっζスタテ(ツnt一学生緯の派遣生押決定'

 表紙の理亭畏あいSつ石も述べましたように、今年度よ叩77一に学生枠を澱叶審した。初めτの就asこC1う己こもあtl、

薩摩川伺市四の高校生こ、帖佐理亭押請確癒行った鹿児島六学の学生さん奄対象に募集を行駄書額選考、面接の結

 県、6名の生徒さんが同行するeこms`陽dした。Ψet--ldr2月23日～30日の8日問。六人8亀学生枠6名の計置4

名丁行っtt審す'3れからの世界む担っtゆく若いtsらpt,己の旅葦何む得るかも楽しみ石す。帰国後、親告会む予定

 し:おtva…す。V7-一や学生枠に興味のある盲、必見冠す'(飛年2月開催子定・追っtHP・7ロヴにτご案内し審す)

・内田友一朗さん(川内高校1年生)

「自分たちがいかに恵まれた環境にいるのか、彼らに足りない

ものがあるとすれば何が足りないのかを見てみたい」

・松井将師さん(川内高校1年生)

「ラオスの人々と触れ合うことで、今の自分の生活を見直すきっ

かけにしたい」

・砂田裕仁さん(川内商工高校1年生)

「中学生の頃から将来、青年海外協力隊員として活動したいと

いう夢があり、国際協力という点からも参加したいと思った」

・竹下陽子さん(川内商工高校1年生)

「高校に入りボランティアを始め、様々なことを得ることができた。

私にできる国際協力はどのようなものがあるかを掴みたい」

・吉田祐基さん(鹿児島大学・工学部1年生)

「国際協力という難しい分野でも現地での確実な成果をあげら

れているじゃっどの現場を実際に見てみたい」

・日高葵さん(鹿児島大学・法文学部1年生)

「大学入学時より、国際協力について考えてきた。自分の視野

を広げ、世界の現実をこの目で確かめたいです」

(応募書類の志望動機より抜粋しました)

閣辮、1★轍幡陥じ醐、耽つ、,爾★》愚
10月、薩摩Ill内市のIII内商工高等学校ボ弓ンティ7邸のみなさん,畏廊町のlll床中学校の生徒さんn芒れfれ

 亭鞘局にいらっしゃい審し陀。ス弓イド層じ物ζ活動の概専を見τもらった後、実際に使っτいる偲鍵の紙芝居奄手に

 取っretl,etナマイVンヴ奄聞いた`1しe体感しτいた躍き審した。
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 訪問復、ボ弓ンテイ7部の皆霊んけ活動の→暴こしt、商工祭にtvやっζへの募盒活動奄実施Sれ、r机いす寡血」へ

寄付しt〈躍さい審した。あtlがこうござel審した1

●川床中学校の生徒さん嵐総合学習の一環こしt.NGO・囲PO活動に興味のある生徒さんが来訪。

「緩純送る迎動」1二、1A1需ずつ{1協力頂巴.後日レポート砦迷っtく躍さCISし鷹。あ`1がこうこ!ざい審し竃'

6





幽24覗FQ釦ミ駄

灘雛』_禽裁_一_
現役第一線で活躍中の老若男女と諾る人生、

じゃっど立ち上げから、現在に至るまでの活勤を語ります。:
:仕事、家族、生きがい、そして「私自身」。

・送・・TIRZ5日(日)朝10va15分～30"・i,ラ。ク.、た。囲気。,。、、、。とお、。れ。知的
 12n2日'T2月9日の徊に怖τ腿され甑iな、いっか役.立ちそうな情報も自然。盛り込まれた会
日曜の朝、ゆっくりと寛ぎながら、じゃっどの話に耳を傾けてi

:話が弾みます。笑いあり、悲憤慷慨あり、毒舌もセンチ
みまぜんか?ぜひ、お聞きください。i

'メンタリズムもありの15分間。(MBCラジオHPより)

 ◆絵本を迷る遅動の輪がひ弓"っτいます

じゃっどでは昨年に引き続き今年も、シャンティ国際ボラ

ンティア会の「絵本を送る運動」に協力しています。

●日本の子ども達が日頃から親しんでいる人気の絵本に、

ラオス語の翻訳シールがセットになっています。

絵本を読んで楽しんだあと、ラオスの子ども達に思いを

馳せながら、ラオス語のシールを切って、日本語の上に

貼ってゆく作業をお手伝いしてもらっています。

●今期は、下記の皆様にご協力を頂きました。

・薩摩川内市国際交流協会「キッズえいご教室」の皆さん

・薩摩川内市立図書館・中央館にて、絵本の読み聞かせ

ボランティア活動「おはなしひろば」をしている林さん、

中島さん、ご参加の皆さん

・薩摩川内市立寄田小学校、5・6年生のみなさん

・川内商工高等学校ボランティア部のみなさん

・長島町立川床中学校、事務局来訪の生徒さん

・若松記念病院職員のみなさん

L亀、・"
":}覧1

 旗1酬δ・tiし1

ノ

「

¶n.
一LI

:・,'

cik)旨謳

∩

阜 1

壁.

ラオス繕絵本の

 τ蛇あがtJ。

 ξ脇力頂い慮皆様

 ζうもありがこう

ございぴし鷹'

◆バザー活動窃eないまし館

9月、パイロットクラプチャリティパーティにて

1Q月、純心大学学園祭にて、じゃっどのブースを出店し

ラオス・タイの雑貨を販売いたしました。ご協力ください

ました会員の皆さん、お買い上げくださった皆さん、あり

がとうございました!

●純心大学バザー

灘凪

●パイロットクラブ
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・MBC賞受賞に出席してみて、あらためて「じゃっど」のすばらしさと外

部の評価の高さを実感しました。その他大勢の感覚で参加して、背広

なしでテレビに映ったのは私です…すみません。(K.K)

・中学生、高校生がじゃっどの活動に関心を持って、机いす募金活動、

絵本を送る運動に参加していることはとても頼もしいです。ラオスの現地

報告が楽しみです。(M.M)

・学生枠参加者も無事決定し、ツアーの準備も大詰めです。私にとって

初のラオス.今回は理事揃い踏み&」ICAのOBOGも参加と心強いか

ぎり。挨拶だけでもラオス語でできるよう、準備したいと思います。(T>

 次回じゃっζ新聞惨「スタラ…イ゜7アー朝告号」、2008年3月の発行予定です。雷楽しarに'
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